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563　 握子 菌 卸 劭 ぬ σ 8齠 が生産 するセ ル ラ ーゼ遺伝子の ク 嵩
一 ニ ング

　　　 （信州大 ・繊 維 ・応生科 、

准

信州大 ・工 ・物質工 、

料

信州大 ・遺伝子）

　　　 潰照奈保子、○ 奮施直樹、小 田　信 ．下坂　 nttS神 田鷹 久
“

tS 岡 崎光雄
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狛 臼爛　　これ 潔で に多くの 生物種か らセル ラ
ー

ゼ遺伝子がクロ
ー

ニ ングされ 、 その構造

解析が行われて い るが 、 損子菌由来の セル ラ
…

ゼに関する報告は少ない 。 我々 は 1　imteUSの

生産するセル ラ
ー

ゼの誘導及び発現機構等を明 らかにする 目的で遺伝子のク 鸚 一ニ ングを試

みた 。　 既 にエキソ型セル ラーゼ遺伝子を 1種単離し ． その全塩基配列を報告した 。

1）
今回

は新た に単離され た別のセル ラー鰹遺伝子纛 3に訊 、て解析を行 っ た 。

【方法 ・結果 囂 妣 鰆 のゲ ノ ム DNA ライ ブ ラ リ
ー

に対 し
Er
，　Timimna 蜘 由来の

G 蜘 b泌 y娵o臨 頁遺篋子 をプ嚢
一

ブに用 いてプラ
・一クハ イブリダイゼーシ9 ンを行い24個の

陽性ク 矚
一ンを取得した。覯限酵素分布パタ ーンが異なる ク es　一一ン3種 （crot ，

062 ，　cCt3 ）　OP

うち、 Cεt3遺伝子の 塩基配列 を決定 した結果、　 cel3 はセル ラ
ーゼフ ァ ミリー c に属するこ

とが示唆された 。 現在、 転写物の 解析を行っ て い る 。
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564 肝ガ ン細胞特異的糖鎖 を認識する抗体及び一本鎖 抗体 の 死 滅効果

（阪大 院 ・工 ・廊生、
t
京大院 ・工 ・合成 ・生化）

○中辻 美樹、槻尾麻奈絵．高木昌宏、今中忠行
宰

指 醐 我 々 は。麝 ガン細胞 MCC ・−SSO2 に特異 的に存在する糖鎖 を認識するモ ノ ク N 一ナ

ル 抗体 Hep27 の in　v惣 o に おけるガ ン細胞の 死 滅効果 、 並 びにcDNA 塩基 配 列 につ いて 明 ら

か に して い る
1）
。本研 究 で は、 vaep27抗体の in　vivo 　9：　tsけ るガ ン細胞死 滅効 果、更 に、抗

原性の 少ない 抗体治療薬の 開発を 目指し一本鎖抗紘 （sFv ）の 作製を行 い．ガ ン細胞の 死

滅効果 につ い て解析 した。

【方法 と結果 ］ガ ン細胞 HCC −SIO2 をヌ
ー

ドマ ウス 大腿部皮下 に移植し 、 腫瘍を形 成させ

た後 に Nep27 抗体 を1 日お き に樽 μ gずっ 5回 接種 したとこ ろ、約40 日後に ほぼすべ て のガ

ン細胞が消滅 した 。次 に 、 Hep27 抗体の L鎖及 び H鎖の 可変部領域を コ ー ドする塩基配列

に基 づい た P鰍 後 、 両鎖 をコ
ー

ドする領域をフ レキ シブル リンカー （Giy，
Ser｝ 、

f：対 応す

るオ リゴヌク レ＃チ ドで 連結させ たsFv 遺伝子 を作製 し、発現爾 ベ クタ
ーpET−8cに挿入 し

た 。 構築 した ベ タ ターを用 い て大腸 菌内でsFv を発現 させ ． 不溶性顆粒 として 回収 し、塩

酸 グアニ ジンを用 い て 可溶化後、透 析 法 に よ る リブ 穹
一ル デ ィ ングを行 v た e 作製 した

sFv を罵 い て in　vitro 　e：お け るガン細胞死 滅効果の検討 を試みた結累、 5pg ／mE の 濺度 のsFv

で 5 日間培養後 の生 細胞数 は 、sFv 無添加の 場合 に比べ て 50−60％ に 低下 して い る こ とが

解 っ た 。
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